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編集後記

社会史研究において，人びとの健康や病そして医にも研究の対象を広げていくことの重要性が
提唱されるようなってからずいぶん経ちました．たとえば，日本でフランス歴史学のアナール学
派の成果が『アナール論文選・3　医と病い』（新評論，1984年）として紹介されてから，今年で
30年です．この間，いわゆる人文・社会科学系の歴史学においても，医に関連するテーマに取り
組む研究者は，以前にくらべて増えました．歴史学一般を見渡すと，日本史・東洋史・西洋史，
あるいは古代史・中世史・近代史といった，扱う地域や時代による古典的な垣根は依然として存
在していますが，そうした垣根を越えて，医に注目する歴史家が学問的に交流する機会も，少し
ずつ増えてきました．しかしまだ，研究者間の分断（compartmentalization）が解消しているとは，
かならずしも言えないようにも思います．人文・社会系の歴史家のなかには，『中外医事新報』
を史料として使用したことがあっても，その後継たる本誌を含む日本医史学会において現在まで
連綿と続いている研究蓄積・研究交流については充分に知らぬままいたというような，かく言う
かつての私自身のような迂闊なケースもあります．そのような私が，昨年度より編集委員会に加
わえていただきました．本誌に寄せらせる論考には，扱う地域や時代について上述のような古今
東西の垣根はありません．さまざまな立場・関心から医史にアプローチする研究者のフォーラム
としての本誌の発展に資することができるよう，浅学の身ながら努めさせていただきたいと考え
ています．
今年は，新規投稿数が近年とくらべて少ない状況です．本誌をつうじての研究成果の発信をぜ
ひご検討くださるよう，みなさまにもお願いする次第です．
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